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1.魂 の圧制 者 憎むべ き人間の敵
ワーズワースの詩風は,r序 曲』9巻 か らその趣が変わ り,現実世界,人 問











年令か らいえばまだ男盛 りで,た しか昔は
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随分多 くの女性たちの心を支配したはずなのに,す っか り変わ り果て,
彼の気性までが,時 勢によってすっか り和 らげられ,
生気を奪われ,端 麗な容姿も,あわれ無惨にむしぼまれ,
ついに精神までも,肉体 と同様に,害 ね られてしまったのだ。)






(今こそ,は っきりわか ったのだが,自 分は騙されていたのだ。
諸国家およびその為す ところを信頼 して眺めていたが,
その信頼は,じ つに無常なむなしいものに捧げられていた。)
彼 は恐 ら く,時 の権 力者 の見映えぶ りに心を奪われた のであ ろ う。そ の概観
が,・・vanity,""emptiness"である とは気づか なか った。 それ が国家 の権威を
着 ているが故 に。 これに較べて,イ エ ズス ・キ リス トはその見えない姿 であっ
て も,真 の人 の救 い主 であ り,彼 に忠実 であ る者を最後 まで忠 実 で い て 下 さ
る。 この世 の君 と神 の御 子 と何 と大 きな相違があ るこ とか。 しか し,詩 人 ワー
















(それ どころか,こ の世を最良のものが支配していないのを 目撃し,
最良のものこそが世を治むべきであると痛感して,
嘆かわしく思い,嫌悪の情 さえ抱いた ものだった。)
人の上に立ちたがるものはその社会の二流の人士であるこ とは,当 時 も今
も,いつこの社会にあっても大体変わ らない。まことに優れた者は他人の権利
を尊ぶ余 り,他人の正当な権利までも踏みつけて,自分がのさぽることを恥 じ



















それ らを思い浮べて,思 わず涙が私の目を曇 らせてしまったのだ。)
しか し,か よ うな小権 力者 の犠牲 に され て も,なお,気 高い心 を持 って,ま す ま
すその品性を磨 き,愛 情に富み,貧 しい人々に対 して奉仕 するタイ プの人がい
る。現在で言えぽ,マ ザー・テ レサの よ うな人であ る。 この よ うな人 こそ,キ リ
ス トの系列に連な り,天 国に生 きている人kで ある。 ス ウーデ ンボル グ流に言
えぽ,"celestialdegree"にい る人 であ る。将校 の中に,他 と違 ったタイプの人



















まるで,踏 み砕かれればますます,ふ く郁 と芳香を放つ
アルプスの草原に花咲 く草花のように,
ひときわ,き わだってその甘美な魅力を放っていた。)


















人 間 として愛 した。身分の卑 しい人k,無 名 の人k,
つつま しい仕事 につつ まし くいそ しんでい るすべての人kに,
彼は特別の好意 を示 していた。 それ は決 して
恩着 せが ましい態度 でな くて......)
人を人 として愛するこ と,こ れ こそキ リス ト ・イエズスの説かれた愛であっ
た。それは,す べての命 は神 に由来す るか らであ り,人を人 として愛す るのは,
神を愛す ることであ る。 この よ うな,人 こそ,本 来の指導者であろ う。 しかし,










(そこでは,も っとも下劣 な人間が,も っとも幅を きかせ ているのだ。
また,そ こは,尊 厳,つ ま り,
真 に人間的 な尊厳 などはか>xって通用せず。
澄んだ情緒の,ご く自然 なほ とば し り,
つつ ましい思いや り,人 の心 を洗 って くれ るよ うな真 実 さ,
そ うした ものか ら一切 き り離 された,じ つに
軽薄 で惨酷なひ とつの世界であ り,ま たそ こには,
善 と悪 とが,そ れぞれ本来の名称をす っか り取 り違 えて邪悪 がはび こり,
悪徳 が居すわ ってい る場所なのだ。)
..
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すなわち,人間 とそれか ら神の賜物であ り,し ょせん
神のちか らのうちにある人間の崇高な性質などについて,
それか ら,人間の盲 目的な願望と,明晰な真理の把握を可能にする


























愛 とに じり合 うのだった。)
個人の尊厳と独立,慈 しみと道徳を愛する詩人にとって,尊大な一人の人間の
大衆支配は決 して相容れない。そ うでなくとも,個kは 主の主,王 の王である
イエズス ・キ リス トを愛 している。 その前に,人 間すべて被造物 として,全
く,同等な存在である。その人間が他人の尊厳を犯すのは神が禁 じていること
である。そ うでなくとも,独裁主義か ら派生するのは,多 くの人kの 不幸,貧
困である。彼 らは,精神的のみならず,物 質的に他人の尊厳を犯 し,自 らの権
力に己惚れる。彼 らの祖先はニムロッ ドである。 ミル トンのみならず,信 仰を
持つ人kは 圧制 と独裁をこの上なく憎んだ。それ以前に生ける神は彼 らを憎ん
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でいる。大な り,小な りの独裁権を心か ら憎んだ。それ故に,神は彼およびそ
の一味に罰を与えることは歴史の証明するところである。それは,神は心か ら

































一人 または少数者の布告によって,休止符が うたれることだろ うし,
また最後に,これ らすべての総決算 として,
国民が自らの法律をつ くる強力なちか らを獲得 し,
それによって,よ り良い日々が人類全体に及ぶのを
見 とどけられるだろ う,と。)
この よ うに,希 望 を抱 く一方,邪 悪 に対 して ワーズ ワースの心は痛みを感 じる
と同時に,そ の対決 の方法 を も考 えているのであ る。
YetdidIgrieve,noronlygrieved,butthought
Ofoppositionandofremedies...(X,128-29)



















本来 の拠 るべ き ところ,例 えば,自 制 とか周到 さ,と か素朴 さな どに
根拠を おけ ば,め った に 目指す 目標を完全に取 り逃す ことはな く,
また,そ うした計画を妨害 した り,
挫折 させ た りす る よ うな,外 部か らの














そこには感謝 も信頼 も愛 もなく,また,
善良な人kか らも,悪党たちか らも,安心 して
支援を求めることができないものだ...)
独裁権 力(tyrannicpower)は感謝 もされず,信 頼 も,愛 も得 ない。 ただ,
へつ らいの者に しか,支 持 されない。た と}x,力を持 った として も,そ れ は恐
怖 の力,死 刑 とか左遷のお どか しに よって,統 制 してい る。 人民ははっ きりと
した証拠に よって希望が確i実であ るに もかかわ らず,そ の希望 に信頼 しきれな
いか ら弱い。その弱 さを独裁者は利用 してい る。少 し,希 望 を持 つ ものがあれ
ば,た ちまち,そ の人を独裁 者は暴力 と虚為 で葬 って しま う。 しか し,正 義は
決 して神に とって裏 切 られない。 この世に幸不幸 を考えない。神 にあって生き
ることこそ,勝 利 者である。少数 の姦 知の輩 が大多数 の正気 を狂気へ と駆 り立
て る。世の善人 と称 される人kも その群れ に加 わって しま う(X,346-49)。
自分の由来が神である とい うことを忘れ る ときに,あ らゆる無 力,卑 屈,慾,
野心が生 じて くる源 となろ う。既 に,良 心 に死 んでいる人 々にとっては,何 ら
の苦痛にはな らないこ と,た とえば,自 然崇拝,人 間崇拝は,信 仰 に生 きてい















個人的な,あ るいは人間全体としての,ど んな辛い悲しみに出会 っても,
そうした苦悩をなめなが らも,ど こかに,も しもその苦悩がなければ,





あるが故に,人 はより高貴に,よ り人間らしくなるのである。 また,そ うなら




ワーズ ワースは ロベス ピェ ール とその一派 の失脚 を喜 んだ けれ ども,フ ラン
スの故国 との参戦,ア ネ ッ トとの交 わ りの断絶 な どに よ り,ひ どい絶望 の中
にあった。その彼を救 ったのは,他 な らぬ彼の妹 ドロシイと友人 コル リッジで












吹き込んで くる,しずかな風 よ,そ よかぜよ!







































私のためにひそかな幸福を しっか りと守っていて くれたのだ。
やがてまた私は,大自然のふところに立ち帰 り,この う}xなく自然を愛し,
以前にまさるとも劣 らず,自 然にひきつけるような感 じがした。)
先程に,彼 の魂を回復 させたのは,コ ール リッジと ドロシイであ ると言 った。
しか し,彼 の心には,腐 らずにいた根があ ったのであ る。 この根 があったれば
こそ,彼 の魂は表面的に枯れていて も,蘇 ったのであ る。その根 とは何か。 そ















厂自然 の命」(thelifeofnature)カミあれ ぽ,愛 の神 の霊感す る と こ ろ とな
る。 この回復 の補助役 となるのが,「 自然 の霊」 であ る。魂 の回復には,自 然






























たと>x,間違った意見や疑わ しい観念に よって,あ るいは
瑣末な雑事の重々しい,ま った く気のめいるような
重荷や 日常の交わ りの繰 り返 し,そ うした ものによって
すっか り打ちひしがれてしまって も,やがてそこか ら魂が

















事実,ほ んとに深い感動をもって,私 は,こ のように
私の欲望を矯正 してくれた神のみまえに深 く頭を垂れたものだった。)











こ の 二 つ の"emotions"と"moodsofcalmness"カミ自然 の 栄 光 な の で あ る 。 こ
の 二 者 の 交 互 作 用 に よ っ て,人 は 「心 の 平 静 」 を 得 る("thathapPystillness
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ofthemind"(XII,13-14)。そ して,「 より賢 い気風」(thewisermood")





(人kの 中に野心,愚 か さ,狂 気,そ れ らは
















さらに向こうの,と ある禿山の彼方に,遠 く遠 く消えてゆく
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一本 の道す じを毎 日ながめてい ると,ふ と,
永遠 の世界 への,少 な くとも,未 知 の,そ して無限 なものへの
道 しるべの よ うな感 じが して きて_...
以上 の内容か ら分か るよ うに,特 に,道 を 「永遠 の世界 への,道 しるべ」 とし
ている ところに,ワ ーズ ワースは この現世か らかの世 に移 る準備 が整 いつつあ
る よ うに思われ る。彼は この散歩の途上に この世の空 しさを思い,こ れ らは天
国においては一つ の価値を も有 しないことを悟 ってい る。特に,人kが 「普遍
の心」("theuniversalheart",XII,219)を無 視 してい るところに,現 世的罪
































親 しい交わ りの時にその魂が呼び出されてくるような,人 当た りの優 しい
人達,
そ うした人たちの語る言葉は,天上のことぽにもふ さわ しく,
力と思想の形象と,落ち着いたよろこびにあふれ,し かも
その一語一語は,彼 らの魂のほんの補助役にすぎないのだ。




神はわれわれを心にとめ,わ れわれを愛 し給 うのだ。)
「普遍のこころ」 とは祝福された,天 上の心,優 しさ,柔和であ り,そのよう
な人は既に天国に入っている。 物像的空間ではな く,霊 的空間的意味 にお い

















気が した。それは,他 の人kに も伝えることが出来,
彼らの目にも,は っきり見えるように整えることもできる,
そ うした世界なのだ。とい うのは,そ れは,そ の基盤として,
人間の尊厳が,真 にそこか ら湧 き出て くるもの,それを





「新 しい世界」(anewworld,1.371)が,世界大学 の 「世界」の内包す る意
味 であ る。だ か らこそ,普 遍性 があるのである。 この世 のブ いわ ゆる 「世界」
ではない。従 って,こ の点 において,世 界連邦の 「世界」 で もない。 しか し,
空想 で もない。否,既 に実在 す る世界なのであ る。それだか らこそ,ワ ーズ ワー
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スはそれが 厂見える」 ように感 じている。その内包は 「人間の尊厳」 「人間を
高貴にさせる」 「純粋な力」 「最善の力」の源である。詩人の中で,之 ほど,
世界大学の精神の在 り方を説明したものはないであろ う。それは,コ メニウス
の教育理念と凵致する。












































彼は心の在 りかたとして,目 に見えない神の祝福の国を霊に感 じることが出
来る。人格なる御子の存在が実体として感 じられる。彼は,こ のように,生 き
ているのである。この世界にある者には霊的なる祝福が下っている。人間が復
活するためにはキリス トのように,そ の神に対する関係つまり,義が完全でな
くてはならない。 しか し,人間にはそれが不可能である。しかるに,救 い主な
る,神 の御子 ・キリス トはその義を私達に与>xて下さったのである。この義に
よりて,人間はその信仰によりて,自 ら,義ではないのに完全な人間 として認
められて復活させ られるのである。それは,一 番深い平和である。この平和が




偉大な業 でも消滅 し,こ れ に較べ ると全 くi糞土に過 ぎないか らである。
このよ うな神聖な魂を持つ人格に とって,こ の世 の利 害関係は害が ある。彼
はむ しろ,こ の世 の利益 に対 して,超 越 してい るべ きものであ る。その ことを














(善悪を求め る際には,私 は一度た りとも,私 的な 目的のために
自己を左右 させ られたため しはない し,ど の よ うな
希望を抱 いて も,け っ して利己的な情熱に まん まと
騙 された こ ともなか った し,卑 俗 な心遣 いや
低俗 な追求には,頑 として断 じて身を まかせ ることもな く,











あ らゆる世界の うちで最悪の,死 の世界に

















この愛の人格が,聖霊によってみこもった,乙女 マ リアか らナザ レで生れた
神の御子キ リス ト・イエズスである。先ず,認 識すべきことは神の国があると
いうこと,つ ま り,この,人間の水準でいえば 「霊的実在」,神の水準で言え




が理解 され ない と,キ リス トの有 り難 さ,神 の愛の意味 が分 らないであろ う。






















ンシュタインも,マ ザー ・テ レサもできない。それほど罪の恐ろしさははか り知れず大
きい。天国とは,こ の世とは,違 うのである。人間の罪一点でも許されない。この世に
生きたその有様が死後の霊的状態となるのである。つまり,生前,そ の精神的本質が御
子のそれに等しい人間はキ リス トの方に向って光の方,天 国に行き,それに反する人間
はそのいかなる善行にも拘らず耐えることが出来ず,そ の逆の方向に走るのである。生
前,不可思議にも,キ リス トの神聖 と罪の許しとを信 じ得て,義 の冠を受けたものは一






一切のものか ら送 られて くる,あのハ レルヤの
歓喜は,正 真正銘の理性とい>xるある理性によって,
また,義 務感 と,悲愴な真実 とによって,
浄め られ,鎮 め られ,そ うして均衡を与えられ,
こうして神 と人間 とは,当 然そ うすべきことなのだが,
人間はそこに取 り囲まれ,神 がそれに生命を与えるとい うように
世界の大いなる体系を,そ の両者の間で分割 したのだ。)
これ こそ,人 間の存在の根本を示す ものである。我hは 神に帰って最も幸福
であるのだ。



























あま りにも弱腰のために,古 い偶像崇拝にたち帰 りつつあろ うとも,






人間の救済 とい う,まさにこれか らの仕事に
(もし天の配慮で,そ のような恵みが私達に与えられるなら)
二人で手をたつさえて従事するようなことが出来さ>xすれば。















び,高 め,美 しくすることが要求されているのである。この世での心の在 りか






か り,ワーズワースしか り,世界大学 しか り,その他数えられない程の人kの
結論である。結局の結論は地上の次元ではこの世のすべての命の源 となられ,
その後,ナ ザレに生れた方,天 上の次元ではすべての権威である神の御子に帰
結する。〔詩の訳は断 りがない場合,岡 三郎訳 『ワーズワース序曲』(国文社,
1983年)を用いた。 記して訳者に謝意を表する。〕尚,参 考文献についてはこ
の論が完結する次稿にして記載する。
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